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〔
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
古
本
陽
荘
〕

安
倍
晋
三
首
相
は
即
日
午
前

（
日
本
時
間
同
日
夜
）
、
米
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
記
者
会
見

し
、
架
団
的
自
術
権
の
行
使
を

可
能
に
す
る
た
め
の
迩
法
解
釈

変
更
に
関
す
る
私
的
懇
淡
会

「
安
全
保
陣
の
法
的
基
盤
の
再

柵
築
に
関
す
る
懇
淡
会
」
の
搬

肺
に
つ
い
て
「
具
体
的
な
例
に

即
し
て
国
民
的
理
解
が
進
む
よ

う
努
力
し
た
い
。
公
明
党
の
理

解
を
得
る
た
め
の
議
論
も
進
め

た
い
」
と
述
べ
、
丁
寧
に
議
論

す
る
考
え
を
示
し
た
。
（
５
面

０２後手後手の対応を反省０４ついに安全審査申請

福島第１原発の汚染水問題で政府の汚東京咽力は柏崎刈羽原発６，７号機(新
染水処理対策委員会は起こりうる邪故の潟県）の再稼働に向けた安全審査を原子

リスクと対策を公表。「潜在リスク」と力規制委員会に申請。これまでに４社が

して、溶融燃料が残る原子炉建屋からの１２基の安全審査を申請しているが、福島

汚染水漏れなどを挙げた。トラブルのた第１原発顎故を起こした東電による申請

びに対処するという後手に回ってきた対は初。東姻がもう一度原発を動かしてい

応を反省してまとめた。ｕ面）いのかも問われそうだ。（総合面）

０３４．８度の衝撃０５体制の強化を提言
国連の「気候変助に関する政府間バネプロ野球の統一球が今季から飛びやす

ル（ＩＰＣＣ)｣の第１作業部会は、有効く変更されていた問題で、第三者委員会

な対策が取られなかった場合、今世紀末が日本野球機柵(ＮＰＢ)に報告蜜を提
に地球の平均気温が最大4.8度、海面水出°加藤良三コミッショナーの責任は免

位は同8鯵ﾝ上昇すると予測。人間の活IMIれないと結論付け、非常勤であるコミッ
を原因とする地球温暖化が異常気象などショナーの勤務態勢を見直し、責任を果

をもたらしていると指摘した。（１面）たせるよう体制の強化を提言｡(社会面）

こちらもチェック・---…---……----------……---．ご＝'E＝

□ＪＲ北海道のレール異常放胆問題をめ口総務省が27日発表した８月の全国消避
ぐる特別保安監査で国土交通省は野島者物価指数(生鮮食品を除く)は、エネ

誠社長への聞き取り調査をした。監査ルギー価格の値上がりで、前年同月よ

はさらに１日延長し､28日も実施する。、り0.8〃上昇、３カ月連続でプラス。
口伊豆大鳥西の海上で、貨物船「第18栄口総務省が2012年分の政党交付金使途等

福丸」が、別の貨物船と衝突して娠迦報告間を公表。衆院選に伴い政治活動
した。栄福丸の乗組員６人中５人が船徴が大郷ﾛ。各党の支出総額は前年比
内から発見され、死亡が確腿された。44.6勿噛の305値4000万円。

口安倍晋三首相は米ニューヨーク洲在中口岸田文雄外相が輔国の謂緬世外相と会

に３回演説した。長期政椛を見据えた談。歴史昭繊や領土問題で双方が嬢ら
首相が、海外での知名度アップも狙っず、首脳会談への道筋はつけられなか
た「スピーチの旅」になった。つた･日軸関係は「神経戦」が続く。
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き
ょ
う
の
言
葉

蜘
離
搬
鮒
純
綿
一

夏
、
噺
県
四
万
帯
で
観
測

さ
れ
た
国
農
代
１
位
の
狸
度

を
爵
に
、
全
国
１
４
３
地
点

で
過
去
最
蔦
温
を
更
新
。
要

因
の
一
つ
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
風
が
野
放
図
に
増
え
続
け
れ
ば
、
今

世
紀
末
に
世
界
の
平
均
気
温
は
最
大
４
．
８
度
、
海
面
は
同
躯

彩
上
昇
す
る
‐
ｌ
も
国
連
の
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
ど
第
１
作
業
部
会
が
即
日
公
表
し
た
第
５
次

報
告
識
は
、
地
球
の
行
く
末
を
そ
う
予
測
し
た
。
加
速
す
る
温

暖
化
の
深
刻
さ
に
反
し
て
各
国
の
対
策
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
現
状
に
、
科
学
界
が
再
び
遥
姉
を
鳴
ら
し
た
。
〔
阿
部
周
一
〕

〔ぎょうがわかる蔦ニュ､＝スのとびち 〆「
公
明
の
理
解
得
た
い
」

首
相
、
集
団
的
自
衛
権
で

‘り ９月27日～28日

猛
暑
今
台
風
脅
威
に

字
『

ＰＣＣ報告書

'雲熱５本
０１歴代トップの責任認めず
2005年４月に107人が死亡した兵叩

尼崎市のＪＲ福知山線脱線事故。業朔

過失致死傷罪で強制起訴されたＪＲ西

本の歴代３社長に対し、神戸地裁は無

（求刑・禁銅３年）を言い渡した。裁

長は「３人は事故の危険性を予見でき

正田哲也
東京悩報編成
総センター室長

対
策
遅
れ
科
学
界
が
警
鐘

隆一・d４

双
方
が
関
係
改
善
へ
の
意
欲
を

随
所
に
に
じ
ま
せ
る
一
方
、
歴

史
認
識
や
島
根
県
・
竹
島
を
巡

る
領
土
問
題
な
ど
の
核
心
部
分

で
は
両
外
相
と
も
譲
ら
ず
、
懸

案
の
首
脳
会
談
へ
の
道
筋
は
ま

職
》
撚
織
職
一

の
火
種
も
加
わ
り
日
郷
関
係
は

互
い
に
相
手
の
出
方
を
う
か
が

う
「
神
経
戦
」
が
続
い
て
い
る
。

「
両
国
の
文
化
交
流
に
力
を

与
え
た
完
調
氏
は
会
縦
で
、
皿
、

躯
両
日
に
東
京
で
開
か
れ
た

「
日
郷
交
流
お
ま
つ
り
」
に
岸
田

氏
が
参
加
し
た
こ
と
を
評
価
。

岸
田
氏
も
「
草
の
根
レ
ベ
ル
の

両
国
の
強
固
な
つ
な
が
り
を
実

感
し
た
」
と
応
じ
、
両
氏
は
２
０

] ｰや
っ
と
終
わ
っ

01＝あんな大事故を起こしなが

ら、トップの刑事演任はやはり問え

ないのでしょうか。家族を失った人

たちには納得できない判決です。司

法の厳格な判断はわかります｡でも、

これによって責任の所在があいまい

にされ、瓢故の風化につながるよう

なことがあってはなりません｡

や
第
２
室
戸
台
風
（
例
年
）
を

上
回
る
強
さ
で
上
陸
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
警
告
す
る
。

温
暖
化
を
食
い
止
め
る
に

は
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
蜜
）

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

厨
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。

報
告
書
は
「
温
室
効
果
ガ
ス

の
累
穣
排
出
量
と
地
上
の
気
温

上
昇
は
ほ
ぼ
比
例
す
る
」
と
の

見
解
を
初
め
て
示
し
た
。
そ
の

上
で
１
８
５
０
年
以
降
の
総
排

出
戯
を
約
１
兆
少
（
炭
素
換
郷
）

に
抑
え
れ
ば
、
各
国
が
合
意
し

て
い
る
「
産
業
革
命
以
降
の
気

温
上
昇
を
２
度
未
満
に
抑
え

る
」
こ
と
が
髄
勿
の
確
率
で
実

現
可
能
と
し
た
。
た
だ
し
、
既
に

約
５
３
１
０
臓
才
が
排
出
済
み

と
推
定
さ
れ
る
。
第
１
作
業
部

会
の
ス
ト
ッ
カ
ー
共
同
織
長
は

”
日
の
報
告
醤
発
表
の
記
者
会

見
で
「
２
度
目
標
達
成
の
た
め

500

490
480

470
460
450

440
430
420
410

400
390
380
370

に
首
相
記
者
会
見
要
旨
）

首
相
は
国
連
演
説
な
ど
を
通

じ
「
世
界
の
平
和
と
安
定
、
繁

栄
に
一
臓
種
極
的
な
役
割
を
担

っ
て
い
く
決
意
を
世
界
に
向
け

て
発
信
で
き
た
」
と
強
調
。
演

脱
で
掲
げ
た
「
祇
極
的
平
和
主

雛
」
を
「
我
が
国
の
皿
世
紀
の

看
板
」
と
形
容
し
、
具
体
化
に

意
欲
を
示
し
た
。

来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
「
ｎ
月

初
旬
に
種
々
の
経
済
指
標
を
確

認
し
、
経
済
情
勢
を
見
極
め
て

最
終
判
断
し
た
い
」
と
改
め
て

シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
周
辺
の
海

面
水
温
が
平
年
よ
り
高
か
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
報
告

譜
は
「
ほ
と
ん
ど
の
陸
域
で
、

極
端
な
高
温
の
頻
度
が
増
す
こ

と
は
ほ
ぼ
確
実
」
と
分
析
す
る
。

自
然
災
害
の
危
険
も
増
す
。

県

上

目

罪

判

‘
た
。
い
ろ
ん
な
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る

新

と認められない」と述べた。（社会面〕

下水道や浄

化柵などの汚

水処理施股を

利用できる人
、小内ｎも内一恥４台４－ユー

ofiiiミニI;，繍融謝撫
なるほドリ地球温暖化について蝦新報；り込まれることはないの？
皆画が出たね。どんな人が鶴いたの？ｉＡ専門家以ﾀﾋにも分かるように作られ
記者各国政府などから雅卿されだ、国；る「政策決定者向け要約」は､各国政府が
連の｢気侭塗ｉＩに関する政府間パネル(Ｉ：１行ずつ確認し､全会一致で承認します。
ＰＣＣ）」に参加する世界の鄭門家です。：執蛎者の一人、掴i橋潔・国立環境研究所主

(万円)ピークは1997年の

民
間
企
業
で
働
く
会
社
員
や
（
Ｏ
・

パ
ー
ト
従
業
員
な
ど
が
２
０
１
，

鵬

２
年
中
に
得
た
平
均
給
与
は
４

０
８
万
円
で
、
前
年
を
１
万
円

国
土
交
通
省
の
推
計
で
は
、
東

京
湾
、
大
阪
湾
、
伊
勢
湾
で
海

面
が
帥
審
上
昇
し
た
場
合
、
浸

水
リ
ス
ク
の
高
い
海
抜
ゼ
ロ
僻

地
帯
は
１
．
５
倍
に
広
が
り
、

５
７
０
万
人
以
上
に
影
鋤
が
及

ぶ
見
込
み
だ
。
‐
名
古
屋
犬
囚
堺

ポ
和
釧
教
授
昌
謝
雪
塑
は
海
面

水
温
の
上
昇
で
台
風
の
威
力
が

強
ま
る
と
指
摘
す
る
。
日
本
の

南
海
上
で
最
大
中
心
気
圧
８
５

０
～
８
６
０
浄
綴
、
風
速
帥
～

卯
僻
の
「
ス
ー
パ
ー
台
風
」
が
発

生
す
る
よ
う
に
な
る
と
予
測
。

「
伊
勢
湾
台
風
（
１
９
５
９
年
）

表
明
。
消
費
増
税
に
伴
う
景
気

の
腰
折
れ
を
防
ぐ
た
め
「
景
気

の
好
循
環
の
サ
イ
ク
ル
に
早
く

入
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」

と
し
た
う
え
で
、
「
（
賃
金
引

き
上
げ
は
）
経
済
界
に
も
理
解

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
税
制
上
、

貿
金
を
引
き
上
げ
た
企
業
を
支

援
す
る
」
と
述
べ
た
。

イ
ラ
ン
の
核
問
題
に
つ
い
て

鰹
識
糊
錘
蕊
》

強
く
期
待
す
る
」
と
語
っ
た
。

関
係
改
善
意
欲
も

首
脳
会
談
は
遠
く

、
日
韓
外
相
会
戯

ビ
騨
田
文
雄
外
相
と
郷
国
皇

緬
世
外
相
が
泌
日
（
日
本
時

間
”
日
）
に
行
っ
た
会
談
で
は
、

民
間
給
与
１
毛

民間企業の
平均給与の推移ＩＰＣＣ報告書の執筆者は？

に
は
、
今
す
ぐ
削
減
に
転
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

各
国
は
２
０
２
０
年
ま
で
の

Ｃ
Ｏ
室
削
減
目
標
を
国
連
に
提

出
し
て
い
る
。
だ
が
、
国
連
環
境

計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
に
よ
る
と
、

す
べ
て
の
目
標
を
足
し
合
わ
せ

て
も
２
度
目
標
達
成
に
必
要
な

削
減
溌
よ
り
帥
億
～
１
３
０
億

少
足
り
な
い
。
各
国
は
巧
年
に
、

加
年
以
降
の
新
た
な
温
暖
化
対

策
の
枠
組
み
を
作
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
国
際
交
渉
で
は
、
米

国
提
案
の
「
自
主
目
標
型
」
を
軸

に
磁
諭
が
進
む
。
日
本
政
府
は

東
京
姻
力
福
圏
第
１
原
発
耶
故

以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
像

が
定
ま
ら
ず
、
ｎ
月
に
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
開
か
れ
る
国
連
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
第
⑲
回
締
約
国

会
綴
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
田
）
ま
で
に
加
年

一
暁
繍
鴇
躯
咋
れ
窓

きようの数字】

一
正
規
佃
万
円
非
正
規
一

１億
1138万

２
０
年
の
東
京
五
輪
と
、
肥
年

に
鯨
国
で
開
か
れ
る
冬
季
五
輪

の
成
功
へ
協
力
を
約
束
し
た
。

し
か
し
、
結
局
、
首
脳
会
談
に

関
す
る
具
体
的
な
や
り
取
り
は

な
く
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の

意
思
疎
通
」
を
続
け
る
と
い
う

一
般
賊
に
と
ど
ま
っ
た
。
輔
国

外
務
省
緋
部
は
「
（
外
相
会
雛

と
）
首
脳
会
該
を
結
び
つ
け
る

の
は
あ
ま
り
に
も
楽
観
的
」
と

指
摘
、
約
皿
日
後
に
迫
る
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
繊
（
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
で
の
実
現
は
困
難
な

状
況
だ
。
菅
鍍
偉
官
房
長
官
は

”
日
の
記
者
会
見
で
ス
首
脳
会

談
は
）
必
要
が
あ
れ
ば
、
と
い
う

感
じ
だ
」
と
述
べ
、
開
催
を
急
が

な
い
考
え
を
示
し
た
。
〔
吉
永
康

朗
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
古
本
陽
荘
〕

bｙ

判

今
季
限
り
で
の
現
役
引
退
を
表
明
し
た
プ
向

広
島
市
の
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
搾

tanaka
折れ線


